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　２０１３年１２月に発表された新語・流行語大賞で、
「ブラック企業」がトップ・テンに入賞し、労働法を守
らない「ブラック企業」のことが知られるようになり
ました。特に最近の「ブラック企業」は、若者を大量
に採用し、過重労働・違法労働によって使い潰し、
次々と離職や、ひどいケースでは自殺にまで追い込
むのが特徴で、深刻な社会問題となっています。
　また、同様の現象は、学生アルバイトにも拡大し
ています。わが国の学費は諸外国に比べ顕著に高
く、かつ無償の奨学金などが貧弱な中、学費・生活費
をアルバイトによって賄わなければならない学生が
増えています。そのような中、学生の法的無知につ
け込んで、劣悪な労働条件でアルバイトを酷使する
「ブラックバイト問題」が近年深刻化しています。　
　今回の、貧困を考える市民シンポジウムでは、「若
者を殺し続ける　ブラック企業の構造」（角川書店）
の著者であり、ブラック企業・ブラックバイト問題へ
の取り組みの第一人者である、ＮＰＯ法人ＰＯＳＳＥ
事務局長の川村遼平氏を講師に迎え、ブラック企
業・ブラックバイト問題の実態とその対策について
お話しいただきます。

入場無料
事前申込不要第11回 貧困を考える連続市民シンポジウム

川村 遼平

ブラック企業・ブラックバイト
～若者を使い潰すその実態と対処法を考える

講　師 ＮＰＯ法人ＰＯＳＳＥ事務局長、日本学術振興
会特別研究員、東京大学大学院総合文化研究
科博士課程在席
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